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著
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歴
史
上
の
あ
る
人
物
に
つ
い
て
後
世
に
惇
え
ら
れ
る
と
き
、
人
々
が
そ
の

人
物
を
ど
の
よ
う
に
見
て
き
た
か
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
ど
の
よ
う
な

解
轄
を
し
て
き
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
賓
際
に
ど
の
よ
う
な
人

物
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
と
同
様
に
、
時
に
は
そ
れ
以
上
に
、
重
要
な
作

業
で
あ
る
。
人
々
が
紡
い
で
き
た
「
偉
人
」
の
人
物
像
や
人
物
評
か
ら
は
、

彼
ら
の
歴
史
観
や
歴
史
認
識
を
讃
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
は
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
に
ま
た
が
る
大
帝
図
を
作

り
上
げ
た
、
世
界
史
上
で
も
'
名
高
い
「
征
服
者
」
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
大
王
が
、
イ
ス
ラ
|
ム
世
界
で
ど
の
よ
う
に
人
々
に
理
解
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
ど
の
よ
う
な
新
た
な
一
一
百
説
が
生
み
山
山
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
が
ど
う
惇
え
ら

れ
て
き
た
か
を
丁
寧
に
解
き
明
か
し
た
極
め
て
水
準
の
高
い
良
書
で
あ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
前
三
二
三
年
に
死
に
、
彼
の
帝
図
は
彼
の
死
後
、
分

裂
し
た
が
、
そ
の
後
も
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
姿
は
「
停
承
」
と
い
う
か
た

ち
で
宮
崎
く
、
長
く
生
き
績
け
た
。
ァ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
「
様
々
な
歴
史
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
常
に
再
生
し
績
け
、
幾
世
代
も
の
権
力
者
、
宗
教

家
、
思
想
家
、
詩
人
、
作
家
た
ち
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
輿
え
績
け
た

の
で
あ
っ
た
(
五
頁
)
」
o

本
書
の
注
目
す
る
も
の
は
、
「
人
々
が
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
と
い
う
人
物
に
何
を
見
出
し
、
彼
に
ま
つ
わ
る
一
言
説
を
以
下
に
操

作
し
て
き
た
の
か
と
い
う
黙
(
六
頁
)
」
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の

人
々
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
何
を
見
て
、
何
を
求
め
、
そ
れ
を
ど
う
表

現
し
た
か
を
著
者
は
追
及
す
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
つ
い
て
の
言
説
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
イ
ス
ラ

1
ム
世
界
に
惇
え
ら
れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

の
死
後
に
古
代
世
界
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
彼
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
言
説
の

う
ち
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
へ
と
停
わ
っ
た
情
報
の
主
要
な
系
統
は
、
「
傷
カ

ツ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
」
(
口
頭
惇
承
も
合
む
)
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
聞
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
、
そ
し
て
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
惇
承
の

3
つ
に
分
類
で
き
る
(
一
六
一
員
)
0

そ
れ
ら
は

す
で
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
「
虚
像
」
と
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
著
者
は

そ
の
愛
谷
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
像
に
、
語
り
の
携
い
手
た
ち
が
求
め
た

「
己
呉
賓
」
が
見
山
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
さ
に
本
書
が
扱
っ
た
多
く
の
テ

キ
ス
ト
に
は
、
そ
の
「
巽
賓
」
が
埋
も
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
テ

キ
ス
ト
は
、
イ
ス
ラ
1
ム
古
典
期
の
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ベ
ル
シ
ア
語
で
書
か
れ

た
様
々
な
分
野
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
著
者
は
「
イ
ス
ラ
l
ム
古
典
期
」
を

「
西
暦
七
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
竿
島
に
イ
ス
ラ
|
ム
が
興
り
、
(
略
)
西
ア
ジ

ア
を
制
崩
し
て
か
ら
、
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
が
(
略
)
一
二
五
八
年
に
滅
亡
す
る

ま
で
の
六
世
紀
ほ
ど
の
聞
と
」
定
義
し
、
ま
た
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
」
を

「
支
配
者
が
ム
ス
リ
ム
で
イ
ス
ラ
l
ム
法
に
よ
る
統
治
が
行
わ
れ
て
い
る
地

域
」
に
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
が
持
つ
意
味
を
、
「
テ
ク
ス
ト
白
膜
の
分
析
に
加
え
、
知
識
の
停
承
経

路
、
テ
ク
ス
ト
が
成
立
し
た
時
代
の
歴
史
的
情
況
、
学
問
桂
系
の
あ
り
方
を

も
総
合
的
に
検
詮
し
た
上
で
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
が
本
書
の
最
大
の
日
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的
と
な
っ
て
い
る
。
具
髄
的
に
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
閲
し
て
、
古
代

の
諸
言
語
(
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
シ
リ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
パ
フ

ラ
ヴ
ィ

l
語
)
で
書
か
れ
た
惇
承
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
ベ
ル
シ
ア
語
の
テ
キ

ス
ト
に
ど
の
よ
う
に
設
展
し
、
時
代
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
愛
化
し
た
の
か
を

比
較
検
話
す
る
作
業
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
本
書
の
核
を
な
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
稿
で
は
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
つ
つ
、
そ
こ
で
は
絢
れ
ら

れ
な
か
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
を
代
表
的
な

詩
人
の
作
品
か
ら
参
考
に
取
り
上
げ
て
、
補
足
し
た
い
と
思
う
。

本
書
は
大
き
く
、
第
I
部
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
関
す
る
知
識
の
源
」
、

第

E
部
「
預
一
一
一
日
者
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
、
第
皿
部
「
哲
人
主
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
」
、
第

W
部
「
歴
史
絞
遮
の
中
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
の
四
つ
の

部
か
ら
成
る
。
第
E
部
で
は
宗
致
的
側
面
、
第
皿
部
で
は
政
治
的
分
野
、
そ

し
て
第
W
部
で
は
歴
史
的
な
分
野
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の

部
の
内
容
に
つ
い
て
、
各
章
の
内
存
と
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
な
が
ら
、
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

序
章
「
一
昨
史
と
虚
構
の
狭
間
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
で
は
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
の
「
史
賓
」
を
辿
り
、
彼
の
生
涯
と
そ
の
功
績
な
ど
基
本
的
な
情

報
が
押
さ
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
取
り
扱
う
時
代
と
地
域
、
構
成
と
目
的
、

手
法
と
覗
貼
を
踏
ま
え
た
本
書
の
濁
自
性
が
一
不
さ
れ
る
。

第
I
部
で
は
、
イ
ス
ラ

1
ム
世
界
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
関
す

る
知
識
の
源
泉
が
探
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ

1
ム
世
界
へ
惇
え
ら
れ
た
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
停
承
を
三
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
、
第
1
章
「
傷
カ

ッ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
」
、
第
2
章
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー

マ
古
典
史
料
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
、
第
3

章
「
イ
ス
ラ
l
ム
以
前
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
で
詳
遮

す
る
。
第
1
章
で
は
、
俗
カ
ッ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
が

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
成
っ
て
お
り
、
何
れ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
に
首
て
は
ま
ら

な
い
こ
と
、
こ
の
物
語
が
や
が
て
ペ
ル
シ
ア
の
詩
人
や
物
語
作
家
に
よ
っ
て

自
由
に
設
展
し
た
こ
と
が
一
ぶ
さ
れ
る
。
第
2
章
で
は
、
古
典
史
料
に
お
け
る

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
の
闘
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

な
が
ら
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
書
簡
の
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
へ
の
受
容
を
論
じ

て
い
る
。
理
想
的
な
英
雄
と
し
て
描
か
れ
る
こ
の
多
い
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

で
あ
る
が
、
彼
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
殺
に
お
け
る
「
悪
紳
ア
プ
リ
マ
ン
の
使

い
」
で
、
「
イ
ラ
ン
に
災
い
を
も
た
ら
し
た
憎
む
べ
き
存
在
」
と
惇
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
3
章
で
は
、
こ
う
し
た
サ
サ
ン
朝
時
代
の
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
数
文
皐
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
像
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

第

E
部
は
、
第
1
章
「
二
本
角
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
と
第
2
章
「
イ

ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
神
格
化
」
の
二
つ
の
章
で

構
成
さ
れ
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ど
の
よ
う
な
姿
を

見
せ
て
い
た
か
を
、
「
イ
ス
ラ
l
ム
の
預
言
者
」
の
側
面
か
ら
解
説
す
る
。

イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
信
仰
と
深
い
か
か
わ

り
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
彼
の
像
は
、
「
敬
由
民
な
信
徒
、
神
か
ら
特
別

な
権
威
を
奥
え
ら
れ
た
者
、
己
呉
の
教
え
の
布
教
者
、
聖
戦
の
闘
志
、
果
て
は

預
言
者
と
し
て
」
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
神
格
化
に

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
像
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
か
を
詳
細
に
追
う
、
本

書
の
大
き
な
「
見
せ
場
」
の
ひ
と
つ
と
な
る
部
で
あ
る
。
『
ク
ル
ア

1
ン

(
コ
|
ラ
ン
)
』
に
は
、
「
ズ
・
ル
リ
カ
ル
ナ
イ
ン
(
二
本
角
を
有
す
る
も

の
と
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
一
請
が
現
れ
る
。
「
二
本
角
を
有
す
る
者
」
が
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
に
白
来
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
が
『
ク
ル
ア
l
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ン
』
の
「
二
本
角
」
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
「
イ
ス
ラ
l
ム
化
さ
れ
た
」

こ
と
が
第
1
章
で
説
明
さ
れ
る
。
「
ズ
・
ル
H
カ
ル
ナ
イ
ン
」
の
正
躍
が
何

か
と
い
う
議
論
に
は
多
く
の
説
が
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
末
に
ド
イ
ツ
人
東

洋
民
了
者
ネ
ル
デ
ケ
が
立
詮
し
た
よ
う
に
、
『
ク
ル
ア
1
ン
』
の
「
二
本
角
」

は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
、
そ
の
人
で
あ
っ
た
o

本
章
に
お
い
て
著
者
は
、

『
ク
ル
ア
l
ン
』
の
「
二
本
角
」
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
イ
ス
ラ
l
ム
や
キ
リ

ス
ト
殺
な
ど
一
柿
殺
に
お
い
て
、
な
ぜ
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
高
く
評
債
さ

れ
、
神
聖
化
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
く
。

さ
ら
に
第
2
章
で
は
、
ァ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
の
「
イ
ス
ラ
l
ム
化
」

の
流
れ
を
追
い
、
そ
の
像
が
イ
ス
ラ
l
ム
文
亭
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開

し
た
か
に
つ
い
て
、
タ
バ
リ
ー
に
よ
る
「
ク
ル
ア
l
ン
』
の
注
稗
書
や
預
一
一
百

者
惇
集
、
ベ
ル
シ
ア
の
詩
人
ニ
ザ
l
ミ
l
の
叙
事
詩
な
ど
か
ら
具
程
的
に
論

じ
ら
れ
る
o

た
と
え
ば
、
ニ
ザ
l
ミ
l
は
、
イ
ラ
ン
の
殺
事
詩
『
王
室
田
』
や

タ
パ
リ
l
の
『
タ
フ
ス
ィ

I
ル
』
な
ど
を
種
本
と
し
つ
つ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
を
紳
の
敬
度
な
信
徒
、
布
殺
者
、
預
言
者
と
描
き
、
イ
ス
ラ

1
ム
の
英

雄
を
歌
う
濁
自
の
物
語
に
仕
上
げ
た
。
そ
こ
で
も
、
「
二
本
角
」
と
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
と
の
密
接
な
関
係
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
「
二
本

角
」
に
ま
つ
わ
る
惇
承
は
、
中
国
、
さ
ら
に
日
本
に
も
惇
播
し
て
い
る
。
宋

代
の
地
理
書
『
諸
蕃
誌
』
や
明
代
の
『
三
才
園
舎
』
、
一
八
世
紀
の
『
和
漢

三
才
園
舎
」
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
「
狙
葛
尼
(
ズ
・
ル
ー
カ
ル
ナ
イ

ン
の
音
誇
)
」
の
名
で
舟
場
し
、
「
預
二
日
者
」
と
し
て
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
『
ク
ル
ア
l
ン
」
に
受
容
さ
れ
た
黙
と
あ
わ
せ
て
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
の
息
の
長
さ
と
壮
大
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

哲
人
と
し
て
の
側
面
を
取
り
上
げ
た
第
E
部
「
哲
人
王
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
」
で
は
、
第
1
章
「
「
君
主
の
錐
」
文
撃
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
」
と
第
2
章
「
ア
ダ
ブ
か
ら
ヒ
ク
マ
へ
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
統
治
者
と
し

て
の
理
想
的
姿
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
託
さ
れ
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
1
章
で
は
、
ま
ず
「
君
主
の
鑑
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
の
定
義
が
な
さ

れ
、
古
来
君
主
が
過
去
の
統
治
者
た
ち
の
統
治
の
方
法
を
手
本
と
し
て
き
た

こ
と
が
格
認
さ
れ
る
。
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
「
統
治
の
手
本
」
は
、

「
上
層
階
級
の
者
が
身
に
つ
け
る
べ
き
穫
儀
作
法
、
品
以
養
」
で
あ
る
「
ア
ダ

ブ
」
の
枠
に
括
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
惇
統
の
中
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

に
宛
て
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
忠
言
の
手
紙
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
理
想
的
な
君
主
像

や
哲
人
王
と
し
て
の
側
而
が
教
訓
文
墜
に
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を

一
泌
す
。
君
主
の
教
育
に
用
い
ら
れ
た
「
君
主
の
鑑
」
は
金
言
や
格
言
に
護
展

し
、
一
般
の
人
々
に
も
受
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
「
イ
ス
ラ

I
ム
世
界
の
教

訓
文
筆
に
お
い
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
お
馴
染
み
の

テ
l
マ
の
一
つ
と
な
っ
た
(
二
三

O
頁
)
」
の
で
あ
る
。
そ
の
具
樫
例
が
、

第
2
主
早
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
忠
一
百
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
令

言
と
し
て
一
不
さ
れ
る
。

第
町
山
部
は
最
も
多
く
の
頁
が
割
か
れ
る
、
本
書
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も

い
え
る
部
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
l
ム
の
様
々
な
照
史
絞
速
の
中
で
、
何
に
よ
っ

て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
関
す
る
情
報
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ら
を
記
述
し
て

き
た
か
、
歴
史
認
識
に
お
い
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を

占
め
て
い
た
か
が
、
や
は
り
テ
キ
ス
ト
の
且
ハ
躍
的
な
解
析
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
。
第
1
章
の
「
初
期
の
ア
ラ
ブ
歴
史
的
学
|
|
ハ
デ
ィ

l
ス
の
時
代
」
で
は
、

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
起
源
の
説
話
を
歴
史
に
取
り
入
れ
た
ワ
ハ
ブ
・
、
フ

ン
・
ム
ナ
ッ
ビ
ブ
や
ム
ハ
ン
マ
ド
停
を
ま
と
め
た
イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ

l
夕、
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ム
ス
リ
ム
の
征
服
の
記
録
で
あ
る
『
エ
ジ
プ
ト
征
服
記
』
な
ど
を
例
に
、
九

世
紀
ま
で
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
関
す
る
歴
史
絞
遮
は
寓
意
的
内
容
で
征

服
者
と
し
て
の
抽
象
的
な
像
が
拍
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
2
章
「
非
ア
ラ
ブ
の
貢
献
|
|
ベ
ル
シ
ア
、
ピ
ザ
ン
ツ
の
遺
産
」
は
、
ベ

ル
シ
ア
年
代
記
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
リ
ム
カ
ッ
フ
ア
ア
に
よ
る
翻
謹
書
『
列
王

惇
』
や
ピ
ザ
ン
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
-
話
一
昨
史
書
を
資
料
に
議
論
を

展
開
さ
せ
、
績
く
第
3
章
「
寓
園
史
の
登
場
|
|
ハ
デ
ィ

I
ス
か
ら
の
解

放
」
で
は
、
九
世
紀
中
十
ば
以
降
か
ら
記
さ
れ
た
歴
史
叙
述
が
蔦
園
史
の
ジ
ャ

ン
ル
と
し
て
愛
展
を
始
め
る
と
と
も
に
、
「
寓
話
的
」
で
抽
象
的
な
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
像
が
よ
り
具
樫
的
で
「
際
史
的
」
に
絞
遮
さ
れ
て
い
く
流
れ
が

ま
と
め
ら
れ
る
。
具
程
的
に
は
、
著
者
が
「
事
典
的
歴
史
」
と
す
る
イ
ブ

ン
・
ハ
ピ

l
フ
と
イ
ブ
ン
・
ク
タ
イ
バ
の
著
書
や
高
図
史
を
著
し
た
ヤ
ア

ク
l
ピ
l
の
『
照
史
』
、
照
史
家
で
地
理
的
学
者
で
あ
っ
た
マ
ス
ウ
l
デ
ィ
ー

の
唯
一
現
存
す
る
著
書
『
黄
金
の
牧
場
と
賓
石
の
鍍
山
』
と
『
提
言
と
最
高

の
書
』
、
ま
た
「
物
語
的
歴
史
」
を
記
し
た
デ
ィ

l
ナ
ワ
リ
l
の
『
長
史
』

や
タ
パ
リ
l
の
『
諸
預
言
者
と
諸
王
の
歴
史
』
な
ど
第
E
部
で
取
り
上
げ
た

人
物
の
著
作
な
ど
か
ら
、

I
寧
に
論
じ
ら
れ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
つ
い

て
の
叙
述
が
そ
れ
ぞ
れ
い
か
に
な
さ
れ
て
い
る
か
が
、
見
事
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
部
の
最
終
章
で
あ
る
第
4
章
「
権
力
の
地
方
分
散
と

歴
史
|
|
東
方
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
を
中
心
に
」
で
は
、
近
世
ペ
ル
シ
ア
語
の

蓋
頭
と
ペ
ル
シ
ア
歴
史
撃
の
形
成
に
焦
黙
を
嘗
て
な
が
ら
、
「
束
方
イ
ス

ラ
1
ム
世
界
」
の
諸
王
朝
・
諸
政
権
に
お
い
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ど

の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
記
遮
さ
れ
て
い
っ
た
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、
イ
ラ
ン
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
つ
ま
り
イ
ス
ラ
l
ム
以

前
の
ペ
ル
シ
ア
王
朝
と
の
つ
な
が
り
の
示
し
方
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
。
本
章
で
は
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
歴
史
家
の
著
作
や
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ

l
の

『
王
室
目
」
な
ど
サ
l
マ
l
ン
朝
期
の
作
品
、
ガ
ズ
ナ
刺
の
領
詩
や
王
朝
史
や

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
歴
史
書
な
ど
、
い
く
つ
か
の
王
朝
や
様
々
な
時
代
の
記

述
に
見
ら
れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
終
章
「
超
越
と
限
界
を
健
現
す
る
男
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
い
か
に
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
で
惇

承
・
叙
述
さ
れ
て
き
た
か
が
総
括
さ
れ
る
。
ま
ず
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が

「
古
典
期
の
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
何
を
象
徴
し
て
い
た
か
」
と
い
う
問
い
に

封
し
て
、
著
者
は
、
ァ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
「
超
越
」
と
「
限
界
」
を
同
時

に
髄
現
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
結
論
附
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
人
々
が

様
々
な
形
で
こ
の
征
服
者
に
映
し
出
し
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
超
人
的
な
存
在
に
封
す
る
憧
れ
や
畏
敬
の
念
で
あ
り
、
人
が
「
死
」

か
ら
決
し
て
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
警
告
が
具
鐙
化
し
た
形
で
あ

る
と
す
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
賓
際
の
照
史
性
を
と
こ
と
ん
排
除
さ
れ

な
が
ら
、
「
二
本
角
」
の
姿
で
寓
意
的
に
停
え
ら
れ
る
こ
と
も
、
イ
ス
ラ
l

ム
世
界
に
お
け
る
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
」
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
神
の
使
命
に
よ
り
世
界
征
服
を
す
る
と
い
う
「
二
本
角
」
の
姿
に

こ
そ
「
ム
ス
リ
ム
共
同
健
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
記
憶
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」

と
著
者
は
主
張
す
る
。
や
が
て
そ
れ
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
の
も
つ

寓
意
性
と
歴
史
性
と
が
明
確
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
と
え
ば
タ
パ

リ
1
は
雨
者
を
完
全
に
分
離
し
て
絞
述
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ス
ラ

1
ム
世
界

で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
の
釘
話
・
問
答
を
通
じ
、

理
想
の
君
主
像
が
一
不
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
に
ピ
ザ
ン
ツ
や
ペ
ル
シ
ア
の
政
治
・

軍
事
理
念
が
惇
え
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
ム
ス
リ
ム
の
掻
張
期
の
惇
承
に

は
布
教
や
征
服
に
勤
し
む
「
二
本
角
」
の
姿
を
、
ま
た
安
定
し
た
統
治
が
要
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求
さ
れ
る
時
代
の
叙
述
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
助
言
を
聞
き
入
れ
る
統
治

者
の
理
想
像
を
、
そ
れ
ぞ
れ
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
整
理
す
る
著
者
の
説

明
は
わ
か
り
や
す
い
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
「
古
典
期
の
ム
ス
リ
ム
に
と

っ
て
何
を
象
徴
し
て
い
た
か
」
と
投
げ
か
け
ら
れ
た
問
題
の
端
的
明
白
な
同

答
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
扱
っ
た
様
々
な
士
円
典
期
イ
ス
ラ

1
ム
世
界
の
記
遮
は
、
ニ
ザ
|

ミ
l
の
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
書
』
に
て
、
ひ
と
つ
の
剥
和
し
た
物
語
と

し
て
収
束
さ
れ
る
と
著
者
は
遁
べ
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
、
異
の
教
え
の

布
数
者
、
イ
ラ
ン
の
正
統
な
統
治
者
、
拝
火
殿
の
破
壊
者
、
哲
撃
者
に
固
ま

れ
た
賢
王
と
い
う
種
々
の
要
素
が
矛
盾
な
く
ま
と
め
ら
れ
、
完
成
し
た
作
品

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
、
ニ
ザ
l
ミ
l
が
創
意
の

許
さ
れ
た
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
る
著
者
の
考
え
は
、
正
鵠
を
射
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
知
の
具
現
者
と
し
て
の
詩
人
の

重
要
性
が
改
め
て
感
じ
ら
れ
た
。
以
後
、
(
東
方
)
イ
ス
ラ

I
ム
世
界
で
は

ニ
ザ
l
ミ
l
の
作
品
に
基
づ
い
た
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
歌
っ
た
詩
が
多

く
の
詩
人
に
よ
っ
て
編
ま
れ
る
こ
と
も
、
ニ
ザ
1

ミ
!
の
作
品
の
完
成
度
の

高
さ
と
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。

著
者
の
仮
説
は
、
ァ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
様
々
な
顔
、
す
な
わ
ち
「
建
設

者
、
破
壊
者
、
冒
険
者
、
布
数
者
、
賢
人
な
ど
」
が
、
「
そ
の
情
報
の
源

|
|
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
、
サ
サ
ン
朝
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
数
惇
承
、
ギ
リ

シ
ア
格
言
集
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
説
話
ー
ー
に
よ
っ
て
系
統
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
(
三
九
二
頁
)
」
0

こ
の
仮
説
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
を
細
か
く
解
き
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

賓
議
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
系
統
か
ら
な
る

様
々
な
顔
が
ニ
ザ
l
ミ
l
の
作
品
に
牧
紋
し
、
一
廉
の
完
成
を
見
る
の
だ
が
、

本
書
で
は
そ
の
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
が
系
統
的
に
一
不
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
自

慢
が
ひ
と
つ
の
「
物
証
巴
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
関
す
る
書
籍
は
い
く
つ
か
出
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
中
で
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
ま
ず
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け

る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
関
す
る
絞
述
が
健
系
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

第
二
に
そ
こ
か
ら
「
古
典
期
」
の
イ
ス
ラ
|
ム
世
界
に
お
け
る
知
の
系
譜
、

ム
ス
リ
ム
の
精
神
史
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
と
い
う
人
物
の
惇
承
に
東
西
の
文
化
交
渉
の
賓
際
の
あ
り
様
が
如

賓
に
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
の
線
合
的
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
上

で
、
『
中
世
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
|
|
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
編
』
を
目
指
し

て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
こ
の
力
作
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
中
央
ア
ジ
ア
・
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
叙
事
詩
を
専
門
と
す
る

許
者
は
、
こ
の
地
域
か
ら
の
嗣
結
を
持
っ
て
本
書
を
讃
ん
だ
。
苦
言
を
μ
呈
す

れ
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
関
す
る
叙
述
や

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
描
い
た
文
準
作
品
に
ほ
と
ん
ど
偶
れ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
、
残
念
に
思
え
た
。
著
者
は
分
析
の
釘
象
地
域
で
あ
る
「
イ
ス
ラ

1

ム
世
界
」
を
「
支
配
者
が
ム
ス
リ
ム
で
イ
ス
ラ
l
ム
法
に
よ
る
統
治
が
行
わ

れ
て
い
る
地
域
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
は
こ
の
定
義
に

よ
っ
て
も
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
」
に
含
ま
れ
、
ま
た
中
央
ア
ジ
ア
は
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
が
苦
戦
し
た
マ
ラ
カ
ン
ダ
(
サ
マ
ル
カ
ン
ド
)
を
は
じ
め
彼
と

縁
の
あ
る
場
所
の
多
い
地
域
で
も
あ
る
。
本
書
は
『
中
世
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
|
|
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
編
」
の
「
L
L
巻
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
(
一
一

頁
)
、
そ
こ
で
は
主
に
ア
ラ
ビ
ア
語
と
ベ
ル
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
「
中
世
」
以
後
の
テ
ユ
ル
ク
系
諸
言
語
で
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主
目
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
言
及
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、
も
ち
ろ
ん
い
さ
さ
か
の

矛
盾
も
な
く
、
そ
れ
ら
は
本
書
の
封
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
一
一
百
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
時
代
と
地
域
を
異
に
す
る
『
三
才
園
舎
』
や
『
和
漢
三
才
園

舎
』
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
中
火
ア
ジ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
を
主
題
と
し
た
作
品
に
も
ぜ
ひ
二
百
鰯
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。
そ
の
後
の
ム

ス
リ
ム
の
精
神
史
に
お
い
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
中
央
ア
ジ
ア
地

域
や
テ
ユ
ル
ク
系
の
テ
キ
ス
ト
に
も
鰯
れ
れ
ば
、
な
お
奥
行
き
と
庚
が
り
を

も
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

中
山
火
ア
ジ
ア
で
も
数
多
く
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
が
惇
え
ら
れ
て
き

た
。
本
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
二
本
角
」
は
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
ま
さ

に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
、
そ
の
人
と
し
て
理
解
さ
れ
、
参
考
文
献
に
奉
げ
ら

れ
て
い
る
、
ソ
ビ
エ
ト
の
束
洋
撃
者
ベ
ル
テ
リ
ス
の
著
作
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
理
想
的
で
超
人
的
な
統
治
者
と
し
て
惇
え
ら
れ

て
き
た
。
そ
し
て
、
地
名
の
由
来
を
説
く
惇
説
や
自
ら
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
の
子
孫
と
惇
え
る
惇
承
な
ど
、
彼
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
語
り
が
惇
え
ら
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
(
そ
れ
ら
の
会
部
は
、
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
ル
ト
ヴ
ェ
ラ

ゼ
著
、
帯
谷
知
可
誇
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
東
征
を
掘
る
」

N
H
K
ブ

ッ
ク
ス
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
願
い
た
い
)
そ
こ
で
、
こ

こ
か
ら
は
、
本
書
の
テ
l
マ
で
あ
る
「
古
典
期
イ
ス
ラ
l
ム
に
お
け
る
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
」
が
中
世
以
降
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
遠
征
の
「
最
呆

て
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
」
の
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
の
文
察
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
姿
に
な
っ
た
か
を
、
中
央
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
丈
島
了
者
、
ア
リ
1
・

シ
1
ル
・
ナ
ヴ
ァ

1
イ
!
と
ア
パ
イ
・
ク
ナ
ン
パ
エ
フ
の
作
品
を
取
り
上
げ

て
、
筒
間
早
に
見
て
み
た
い
。
本
書
の
扱
っ
た
地
域
や
時
代
と
は
必
ず
し
も
重

な
ら
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
補
足
す
る
一
助
に
な
ろ
う
。

ア
リ
l
・
シ

l
ル
・
ナ
ヴ
ァ

l
イ
l
(
一
四
四
一
一
五

O
一
)
は
、
テ

イ
ム

l
ル
朝
の
宵
廷
詩
人
に
し
て
宰
相
で
も
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
ヘ
ラ
l
ト
に
生
ま
れ
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
ス
ル
タ
ン
・
パ
イ
カ

ラ
に
仕
え
た
。
ペ
ル
シ
ア
語
と
テ
ユ
ル
ク
系
の
チ
ヤ
ガ
タ
イ
語
で
多
く
の
作

品
を
残
し
た
彼
は
、
現
在
で
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
園
の
「
民
族
英
雄
」

と
し
て
高
く
許
債
さ
れ
、
額
彰
さ
れ
て
い
る
。
ナ
ヴ
ァ

l
イ
l
は
、
本
来
日
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
ニ
ザ

1
ミ
l
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
の
流
れ
を
引
き

継
ぎ
、
長
編
殺
事
詩
『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
(
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
)
の
城
壁
』

で
新
た
な
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
像
を
描
い
た
。
ニ
ザ
1
ミ
l
は
『
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
の
書
』
を
「
五
部
作
(
ハ
ム
サ
)
」
の
最
終
作
と
し
て
著
し
た
が
、

こ
の
ペ
ル
シ
ア
の
「
五
部
作
」
の
惇
統
に
則
る
形
で
、
ナ
ヴ
ア

1
イ
|
は
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
主
人
公
と
す
る
長
編
絞
事
詩
を
、
ニ
ザ
l
ミ
!
と
同
様

に
「
五
部
作
(
ハ
ム
サ
)
」
を
構
成
す
る
作
品
と
し
て
著
し
た
。
「
五
部
作
」

は
『
フ
ア
ル
ハ

l
ド
と
シ

l
リ
l
ン
』
や
『
ラ
イ
ラ
!
と
マ
ジ
ユ
ヌ

l
ン』

な
ど
、
五
つ
の
長
編
殺
事
詩
か
ら
成
る
が
、
そ
の
中
で
も
『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル

の
城
壁
」
は
「
五
部
作
」
に
お
い
て
も
っ
と
も
分
量
が
大
き
く
、
復
雑
な
構

成
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
ナ
ヴ
ァ

l
イ
l
は
、
ニ
ザ
l
ミ
ー
や
ア

ミ
l
ル
・
ホ
ス
ロ
ウ
ら
と
同
様
の
題
材
と
韻
律
を
用
い
て
描
い
て
お
り
、
彼

が
ペ
ル
シ
ア
の
文
筆
惇
統
を
強
く
受
け
継
い
で
い
た
と
い
う
黙
を
ま
ず
は
確

認
し
て
お
こ
う
。

ニ
ザ
1
ミ
!
の
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
書
」
で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
の
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ロ
シ
ア
遠

征
が
描
か
れ
(
第
一
巻
)
、
さ
ら
に
宮
廷
で
の
七
人
の
哲
撃
者
と
の
問
答
が

繰
り
庚
げ
ら
れ
る
が
(
第
二
審
)
(
一
七
四
頁
)
、
ナ
ヴ
ァ

l
イ
l
の
『
イ
ス

カ
ン
ダ
ル
の
城
壁
』
は
一
七
の
主
早
か
ら
な
り
、
そ
こ
で
は
、
イ
ス
カ
ン
タ
ル
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の
誕
生
や
青
年
時
代
、
父
王
ブ
ア
イ
ラ
ク
ス
の
死
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の

即
位
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ダ
ラ
(
ダ
レ
イ
オ
ス
)
と
の
出
曾
い
、
イ
ラ

ン
を
征
服
し
、
公
正
な
政
策
を
施
し
た
こ
と
や
カ
シ
ミ

1
ル
へ
行
軍
し
た
こ

と
、
イ
ン
ド
の
皇
帝
や
中
園
の
統
治
者
と
友
好
的
に
つ
き
あ
い
、
マ
グ
レ
ブ

の
蟹
族
た
ち
と
戦
っ
た
こ
と
、
ケ
ル
ワ

1
ン
地
方
の
ヤ
ゴ
グ
と
マ
ゴ
グ
に
向

か
い
、
大
海
へ
旋
し
た
こ
と
な
ど
が
捕
か
れ
る
。

ニ
ザ
l
ミ
l
の
描
く
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
征
服
者
か
ら
哲
撃
者
、
さ
ら

に
預
言
者
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
る
が
(
一
七
四
頁
)
、
ナ
ヴ
ァ

l
イ
l
は、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
皇
帝
と
撃
者
と
し
て

の
側
面
を
強
調
し
、
そ
れ
ら
を
彼
の
長
所
と
し
て
描
窮
し
た
。
ま
た
ナ
ヴ

ァ
l
イ
l
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
人
道
的
で
公
正
な
皇
帝
で
あ
る
と
と

も
に
、
人
々
の
救
済
者
と
し
て
強
調
し
、
自
分
の
民
衆
だ
け
で
な
く
、
他
の

地
域
の
人
々
に
も
人
這
的
で
公
正
な
態
度
で
、
彼
ら
を
堅
制
者
の
悪
政
や

様
々
な
恐
怖
か
ら
解
放
し
た
と
描
く
。
ナ
ヴ
ァ

l
イ
I
の
描
く
こ
の
よ
う
な

人
物
像
は
、
歴
史
上
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
類
似
し
た
性
格
を
も
ち
な
が

ら
も
、
史
賓
に
忠
賓
な
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
像
で
は
な
く
、
理
想
化
さ
れ

た
公
正
な
啓
蒙
者
と
し
て
の
皇
帝
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ザ
l
ミ
ー
が
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
描
こ
う
と
し
た
時
の
姿
勢
と
ま
さ
に
重
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
ナ
ヴ
ァ

l
イ
l
の
『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
城
壁
』
に
も
、
彼
自
身
が
過

ご
し
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
や
出
身
地
で
あ
る
ヘ
ラ
l
ト
な
ど
中
央
ア
ジ
ア
の
重

要
な
都
市
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
る
が
、

そ
こ
で
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
よ
る
建
設
と
い
う
歴
史
事
象
よ
り
も
こ
れ

ら
の
都
市
の
繁
栄
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ザ
l
ミ
l
は
、
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ

l
の
『
王
書
』
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
停
を
種
本
に
し
て
い
る
が
、
担
制
向
の
物
語
に
作
り
上
げ
、
と
く
に
ゾ
ロ
ア

ス
タ

l
教
に
た
い
す
る
扱
い
を
修
正
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
破
壊
活
動

を
、
イ
ス
ラ
l
ム
布
教
の
た
め
の
正
賞
な
行
潟
と
し
て
い
る
こ
と
が
本
来
日
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
一
七
九
頁
)
。
同
様
に
、
ナ
ヴ
ァ

l
イ
l
も
ニ
ザ
l

ミ
1
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
を
基
に
敷
き
な
が
ら
、
濁
自
の
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
像
を
築
い
た
。
ナ
ヴ

7
1
イ
!
の
例
が
一
不
す
よ
う
に
、
中
央
ア
ジ

ア
で
は
、
ニ
ザ
|
ミ
l
以
後
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
停
承

が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
の
カ
ザ
フ
の
詩
人
ア
パ
イ
・
ク
ナ
ン
バ
エ
フ
(
一
八
四
五
一

九
O
四
)
も
ま
た
、
ニ
ザ
l
ミ
l
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
の
惇
統
を
受

け
継
い
で
は
い
る
が
、
彼
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
暴
医
者
と
し
て
の
側
面

を
強
調
し
た
。
四
二
節
か
ら
な
る
短
編
の
四
行
詩
「
エ
ス
ケ
ン
デ
イ
ル
(
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
)
」
に
描
か
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
像
は
、
理
想
的
な

君
主
や
哲
開
学
的
な
筆
者
で
は
な
く
、
上
昇
志
向
の
強
い
食
欲
な
濁
裁
者
の
姿

で
あ
る
。
ア
パ
イ
は
歌
う
。
「
(
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
)
恐
怖
と
と
も
に
軍

隊
を
集
め
戦
争
の
準
備
を
し
た
。
敵
と
な
っ
て
近
隣
の
地
に
出
撃
し
た
。
多

く
の
園
を
気
に
せ
ず
破
壊
し
、
滅
ぼ
し
た
。
ハ
ン
を
殺
し
、
町
を
引
き
裂
い

た
。
罰
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
附
近
の
岡
を
み
な
攻
め
た
。
大
河
の
水
の
よ
う

に
血
が
流
れ
た
。
攻
め
た
園
を
み
な
従
わ
せ
、
(
民
衆
は
)
強
権
で
彼
の
手

に
引
き
入
れ
ら
れ
た
。
/
手
に
入
れ
れ
ば
入
れ
る
ほ
ど
心
は
満
た
さ
れ
な
か

っ
た
。
行
け
ば
行
く
ほ
ど
怒
り
に
燃
え
た
。
地
上
を
征
服
す
る
こ
と
し
か
考

え
な
か
っ
た
。
血
に
餓
え
た
憤
怒
の
ハ
ン
の
怒
り
は
強
く
、
彼
の
栄
光
を
恐

れ
た
民
の
悲
し
み
は
深
く
」
0

さ
ら
に
ア
パ
イ
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
非
情
さ
・
冷
酷
さ
を
、
{
本
来

の
命
さ
え
も
軽
ん
じ
た
と
す
る
。
「
進
ん
で
い
く
と
人
気
な
い
砂
漠
。
流
れ

る
水
を
全
て
飲
み
干
し
た
。
/
黄
色
い
砂
漠
に
水
は
な
く
、
渇
い
た
民
は
助
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か
ら
ず
、
戻
れ
な
い
。
(
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
)
従
者
を
み
な
殺
し
て
し

ま
お
う
と
し
た
。
の
ど
の
渦
き
に
耐
え
ら
れ
ず
に
」
c

敵
だ
け
で
な
く
、
自

分
に
従
う
者
に
ま
で
見
せ
る
冷
酷
さ
。
そ
こ
に
理
想
の
君
主
像
は
も
は
や
な

ミ

O

ト

ν

そ
の
後
、
物
語
は
次
の
よ
う
に
唯
一
む
。
や
が
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
一

行
は
清
流
を
愛
見
し
、
渇
い
た
の
ど
を
潤
す
。
そ
の
水
の
甘
さ
と
香
り
に
驚

博
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
そ
の
水
源
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
命
令
す

る
。
「
こ
の
水
は
豊
か
な
幽
か
ら
流
れ
出
る
。
そ
こ
に
行
き
、
勝
利
の
旗
を

翻
そ
う
ぞ
。
余
と
と
も
に
、
こ
の
川
を
す
ぐ
に
L
L
り
、
そ
の
町
を
破
壊
し
て

し
ま
え
!
」
o

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
軍
は
、
川
を
上
り
、
絶
壁
の
渓
谷
に
築

か
れ
た
黄
金
の
要
塞
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
要
塞
の
門
は
硬
く
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
。
扉
を
決
し
て
開
か
ぬ
門
兵
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
叫
ぶ
。
「
お
ま

え
は
余
が
皇
帝
エ
ス
ケ
ン
デ
ィ
ル
(
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
)
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
ぬ
の
か
。
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
戦
い
に
勝
利
し
た
の
だ
。
こ
の
門
を
聞
け

よ
/
か
つ
て
な
い
余
に
釘
す
る
侮
辱
で
あ
る
ぞ
」
o

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に

た
い
す
る
次
の
よ
う
な
門
兵
の
返
答
は
、
ア
パ
イ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に

た
い
す
る
見
方
を
象
徴
し
て
い
る
。
「
力
強
さ
に
自
惚
れ
る
な
、
知
恵
が
あ

る
な
ら
ば
、
強
い
者
な
ら
ば
、
自
分
の
欲
望
に
打
ち
勝
て
!
心
狭
く
物
見
え

ぬ
お
ま
え
、
そ
ん
な
人
聞
は
こ
の
地
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
o

ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
が
、
門
扉
を
聞
く
代
わ
り
に
せ
め
て
贈
物
を
贈
っ
て
も
ら
い
た
い
、

さ
も
な
け
れ
ば
民
に
示
し
が
つ
か
な
い
と
贈
物
を
要
求
す
る
と
、
門
兵
は
ス

カ
ー
フ
に
包
ん
だ
贈
物
を
投
げ
つ
け
た
。
そ
の
中
に
は
乾
い
た
白
骨
が
入
っ

て
い
た
。

こ
の
骨
を
巡
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ア
バ
イ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
。
白
骨
が
贈
ら
れ
た
こ
と
に
激
怒
し
た
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
に
向
か
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
そ
こ
に
は
物
事
の
本
質
が
あ
り
、

教
訓
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
い
、
「
量
り
を
持
っ
て
き
て
、
骨
を
置
き
、
一

方
に
は
金
を
置
き
、
重
さ
を
旦
一
軍
っ
て
み
よ
!
」
と
助
言
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
は
、
量
り
に
ど
れ
ほ
ど
金
や
銀
を
聞
置
い
て
も
、
そ
の
ち
っ
ぽ
け
な
骨

を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
皇
帝
に
「
こ
れ
は

人
の
日
の
骨
で
あ
る
」
と
言
い
な
が
ら
、
大
地
か
ら
一
掴
み
の
土
を
手
に
取

り
、
骨
に
振
り
ま
き
、
彼
に
説
い
た
。
「
人
の
日
が
千
の
数
あ
れ
ば
満
足
す

る
の
だ
ろ
う
か
?
貧
欲
な
目
は
欲
張
っ
て
も
、
死
ね
ば
そ
の
日
に
砂
が
満
ち

る
。
世
界
を
手
に
入
れ
る
た
び
に
そ
の
世
界
に
飽
き
る
の
で
は
な
い
か
?
ど

れ
ほ
ど
生
き
た
と
し
て
も
、
死
ん
で
し
ま
え
ば
他
の
人
の
目
と
ま
っ
た
く
同

じ
よ
う
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
?
皇
帝
ょ
、
一
塊
の
白
い
骨
を
見
て
、
教

訓
と
せ
よ
!
」
o

こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
訓
戒
に
よ
っ
て
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
は
こ
れ
こ
そ
神
の
教
え
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
行
い
は
幻
想
で
あ
っ

た
と
兵
を
率
い
て
故
凶
へ
踊
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
場
面
は
、
一
一
世
紀
の
サ
ァ
ラ
ピ

l
の
「
預
言
者
惇
選
集
』
や
ニ

ザ
l
ミ

l
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
物
語
に
も
見
ら
れ
る
「
不
思
議
な
石
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
翻
案
で
あ
る
。
不
死
身
を
求
め
る
「
二
本
角
」
は
閣
の
園
で

生
命
の
泉
を
求
め
る
が
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
ど
り
着
い
た
城
に

い
た
男
(
あ
る
い
は
天
使
)
か
ら
「
不
思
議
な
石
」
を
も
ら
う
。
そ
の
石
の

謎
を
解
く
た
め
に
撃
者
ら
が
そ
の
石
を
天
秤
に
か
け
る
と
、
千
個
の
石
(
あ

る
い
は
賓
物
)
で
は
び
く
と
も
し
な
い
も
の
の
、
一
握
り
の
塵
と
は
釣
り
合

っ
た
。
本
書
で
は
こ
れ
が
「
人
聞
や
精
霊
が
侵
入
し
て
は
な
ら
な
い
紳
の
領

域
に
ま
で
至
ろ
う
と
し
た
二
本
角
の
食
欲
は
、
死
ん
で
塵
を
被
る
ま
で
は
満

た
さ
れ
ま
い
(
一
六
四
頁
)
」
と
い
う
訓
戒
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ア
バ
イ
の
詩
で
は
、
「
不
思
議
な
石
」
が
人
聞
の
骨
に
凶
変
化
し
て
い
る
が
、
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教
訓
と
し
て
の
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の
生
命
の
泉
の
探
求
の
話
は
、
イ

ス
ラ
l
ム
以
前
の
カ
ツ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
物
語
に
ま
で
遡
れ
る
が
(
一
六
四

頁
)
、
ア
バ
イ
は
こ
れ
を
一
般
民
衆
に
む
け
て
の
人
生
訓
と
し
て
再
生
さ
せ

た
。
ア
パ
イ
の
詩
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
は
、
欲
望
に
は
限
り

が
な
い
が
、
死
ん
で
し
ま
え
ば
何
も
残
ら
な
い
と
い
う
訓
戒
で
あ
る
。
ア
パ

イ
の
作
品
に
お
け
る
食
欲
な
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
像
は
、
も
は
や
こ
の
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
の
意
味
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
描
か
れ
た
姿
に
過
ぎ
な

い
。
そ
の
こ
と
は
、
作
品
を
締
め
く
く
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
次
の
言
葉
か

ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
「
自
分
の
笑
い
に
お
ま
え
自
身
が
意
味
な
く
満
足
す

る
な
。
恥
も
栄
誉
も
財
産
の
た
め
に
責
り
梯
い
、
恥
知
ら
ず
に
は
良
心
が
な

く
、
破
滅
す
る
。
自
惚
れ
る
な
ら
他
人
に
褒
め
ら
れ
よ
。
/
知
恵
な
き
も
の

は
う
ぬ
ぼ
れ
て
瞭
を
言
う
。
/
善
良
で
あ
れ
ば
、
誰
が
光
を
見
な
い
も
の

か
?
自
分
の
債
値
を
自
分
自
身
に
誰
が
尋
ね
よ
う
か
つ
・
」
o

こ
れ
は
、
「
「
超

越
」
と
「
限
界
」
を
同
時
に
樫
現
し
た
(
三
九
七
頁
)
」
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
説
得
力
を
も
っ
て
理
解
さ
れ
る
言
葉
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
パ
イ
は
、
ヵ
ザ
フ
文
皐
の
み
な
ら
ず
、
ニ
ザ
l
ミ
ー
や
ナ
ヴ

7
1
イ
ー

ら
の
作
品
な
ど
ア
ラ
ブ
・
ペ
ル
シ
ア
文
筆
に
も
深
く
通
じ
、
。
フ
l
シ
キ
ン
や

レ
l
ル
モ
ン
ト
フ
な
ど
の
作
品
を
認
す
な
ど
ロ
シ
ア
文
撃
に
も
造
詣
が
深
か

っ
た
。
西
欧
の
歴
史
や
思
想
に
も
通
じ
て
い
た
ア
バ
イ
は
、
キ
リ
ス
ト
救
世

界
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
の
知
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
ア
パ
イ
の
「
エ
ス
ケ
ン
デ
イ
ル
』
は
、
イ
ス
ラ

l
ム
の
惇
統
を
踏
ま

679 

え
な
が
ら
も
、
近
代
に
お
い
て
再
び
「
東
西
」
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承

が
融
合
し
て
、
生
み
出
さ
れ
た
作
品
と
み
な
す
こ
と
も
叶
能
で
は
な
か
ろ
う

ふ
刈

イ
ス
ラ

1
ム
世
界
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
惇
承
は
ニ
ザ
1
ミ
ー
に

よ
っ
て
「
ひ
と
つ
の
調
和
し
た
物
語
と
し
て
牧
東
さ
れ
」
、
中
火
ア
ジ
ア
で

は
、
そ
の
惇
統
を
引
き
継
い
だ
詩
人
ナ
ヴ
ァ

l
イ
ー
に
よ
っ
て
、
理
想
的
な

君
主
像
を
呈
す
る
物
語
と
し
て
さ
ら
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

各
種
の
部
族
や
土
地
に
ま
つ
わ
る
停
承
と
し
て
、
濁
白
の
受
容
と
愛
展
を
遂

げ
る
と
と
も
に
、
遊
牧
文
撃
や
ア
ラ
ブ
・
ペ
ル
シ
ア
文
率
、
さ
ら
に
西
洋
文

撃
を
修
め
た
ア
パ
イ
に
よ
っ
て
、
人
間
の
理
想
的
な
生
き
方
を
民
衆
に
説
く

教
訓
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
脚
色
さ
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

の
物
語
は
、
ム
九
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
生
き
績
け
た
の
で
あ
る
。

著
者
が
今
後
の
課
題
と
す
る
よ
う
に
、
博
物
誌
や
地
理
書
に
お
け
る
「
探

求
者
」
と
し
て
の
「
顔
」
や
物
語
文
皐
に
お
け
る
「
英
雄
」
と
し
て
の

「
顔
」
な
ど
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
べ
き

「
顔
」
が
あ
る
。
時
代
・
地
域
・
言
語
・
分
野
を
飛
び
越
え
る
「
魔
法
の
級

盤
(
四

O
六
頁
)
」
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
研
究
の
さ
ら
な
る
探
求
の

成
果
が
、
「
上
巻
」
た
る
本
書
に
績
く
「
下
巻
」
に
結
賓
す
る
こ
と
が
強
く

望
ま
れ
る
。
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